
薬剤 用量 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

アプレピタント125mg 1ｃｐ ●

アプレピタント80mg 1ｃｐ ● ●

滴下順 薬剤 用量 ルート 投与時間 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

1 生理食塩液 500mL メイン 6時間 ●

2 生理食塩液 500mL メイン 6時間 ●

硫酸マグネシウム 20mEq

生理食塩液 500mL

パロノセトロンバッグ0.75mg 50mL

デキサメタゾン 9.9mg

シスプラチン 80mg/㎡

生理食塩液 350mL

フロセミド 10mg

生理食塩液 500mL

5 生理食塩液 500mL メイン 2時間 ●

6 生理食塩液 500mL メイン 2時間 ●

デキサメタゾン 6.6mg

生理食塩液 50mL

フロセミド 10mg

生理食塩液 500mL

3 生理食塩液 500mL メイン 2時間 ● ●

4 生理食塩液 500mL メイン 2時間 ● ●

5 生理食塩液 500mL メイン 2時間 ● ●

1×化学療法60～90分前

1×朝

レジメン名称

CDDP+RT（頭頸部）
1コース

21日間

用法

催吐性リスク

高度催吐性リスク

メイン 2時間 ●

メイン 30分 ●

1 メイン 2時間 ●

1 メイン 30分

4 メイン 2時間

3

●

2

●

● ●

● ●

2 メイン 2時間



○化学療法初日のみ（シスプラチン投与後～測定開始）
①尿量が400mL/4hr未満

②反応尿　100mL/hr未満

Dr. call
・①、②を満たさない場合
・尿量2000mL/day　or　体重が前日+1kg以上

○治療2日目-3日目

○治療4日目-9日目
　6時間毎尿量チェック（1日尿量　1500mL目標）少ないときDr. call

9日目で尿量チェック終了

　6時間毎尿量チェック（1日尿量　2000mL目標）少ないときDr. call

　フロセミド20mg/2mL　0.5A(10mg)
　生食250mL

　フロセミド20mg/2mL　0.5A(10mg)


